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研究成果の概要（和文）：　志賀はリーマン面の正則族の個数を具体的に評価し，タイヒミュラー曲線について剛性と
有限性を示した．宮地との共同研究でLefschetz fibrationのholonomyとslope不等式の関係を研究した．
　宮地はタイヒミュラー距離の境界挙動を明らかにした．
　遠藤は T. Mark, J. Van Horn-Morrisらと，様々な有理ブローダウンのモノドロミー置換を発見し, Lefschetzファ
イバー空間を有限グラフを用いて研究する方法を開発した．

研究成果の概要（英文）： Shiga obtained effective bounds of holomorphic families of Riemann surfaces, and 
also showed the rigidity and the finiteness of Teichmuller curves. In a joint work with Miyachi, Shiga stu
died relations of the holonomy and the slope inequality of Lefschetz fibrations. 
 Miyachi clarified  the boundary behavior of the Teichmuller distance. 
 In a joint work with T. Mark and J. Van Horn-Morries, Endo found monodromy permutations for rational blow
-downs and developed some method to study Lefschetz fibrations by using finite graphs.
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１．研究開始当初の背景 

Lefschetz fibration の可 微 分 構 造が

holomomy 表現によって決定されることが知

られていた．また，Lefschetz fibration が

複素構造を持つことの必要条件として slope 

不等式が知られており，一般の曲面バンドル

が複素構造を持つことについては holomomy

群の既約性という必要条件が知られていた． 

 

２．研究の目的 

 Lefschetz fibration の複素構造について

Teichmüller 理論を用いてより深く研究し，

その性質などを明らかにする． 

 

３．研究の方法 

(1) Global holomomyを研究する． 

(2) ディオファンタス問題およびリーマン

面の正則族へのアプローチを試みる． 

(3) Veech 群からのアプローチをおこなう． 

 

４．研究成果 

(1) リーマン面のモジュライ空間の 1点の単

射半径をその点を表すリーマン面の双

曲構造を用いて下から評価した． 

(2) Lefschetz fibrationの holonomy と

slope 不等式の関係について新たな知見

を得た．  

(3) Lefschetzファイバー空間のモノドロミ

ーの置き換えと一般化された有理ブロ

ーダウンとの関係を明らかにした． 

(4) リーマン面の正則族についてその個数

を底空間の幾何構造を用いて具体的に

評価した． 

(5) Veech群から得られるタイヒミュラー曲

線についてその剛性と有限性について

新たな知見を得た． 

(6) 球面上の超楕円的 Lefschetz fibration

に対して、ファイバー和に関する安定化

定理を証明した．また、安定化の具体例

をすべての種数において複数構成した．

さらに、奇種数の超楕円的 Lefschetz 

fibrationに対して新しい不変量を定義

し、超楕円的 Lefschetz fibrationの安

定同型類の完全不変量を見出した． 

(7) Klein群の擬等角変形空間の複素構造に

ついて，Klein群の不連続成分の形状が

その変形空間の構造に大きく影響を与

え，様々な複素解析的性質が変化するこ

とを証明した． 

(8) タイヒミュラー空間において距離空間

に作用する新しい写像の概念を導入し，

距離空間の一般論を展開した．それを用

いて写像類群の新しい特徴付けを与え

た． 

(9) 単位円板からタイヒミュラー空間への

正則写像について研究して新しい剛性

定理を得た．  

(10) 超楕円的な Lefschetz fibration の安

定化定理を証明した. 
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